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危険性の高い業務に精励した人を顕彰する危険業務
従事者叙勲が１０月９日付で発表され、本町から元自
衛官３人が受章の栄に輝きました。

瑞宝双光章

岩 渕 公
きみ

男
お

さん（長崎・61歳）

防衛（元２等空尉）

昭和37年、航空自衛隊に入
隊。航空警戒管制官として山
田、北海道稚内、福島県大滝

根を異動。24時間体制で非常事態に陥った航空機の誘導、
国籍不明機の不法侵入を監視したり、ニアミスを早期発
見したりするのが主な任務。特に印象に残っている勤務
地は稚内。「冷戦時代であり、領空の境界付近を頻繁に
戦闘機が飛び交い、緊張の連続だった」と振り返る。平
成９年退官。受章について「目立った仕事は特にしてい
ないし、正直驚いています」と笑みがこぼれます。

瑞宝単光章

関 　 教
のり

正
まさ

さん（八幡町・61歳）

防衛（元２等空尉）

大学事務の勤務を経て昭和
40年、航空自衛隊に入隊。翌
年、山田分屯基地に配属され、
需品や電子部品などの在庫管理業務を担当。昭和46年、
雫石町上空で自衛隊機と全日空旅客機が衝突した際、災
害派遣されたことは忘れられない思い出。後に福島県大
滝根、沖縄県与座岳、宮城県松島を異動し、再び山田に
戻り補給と輸送、警備業務の監督指導に当たる。平成９
年退官。受章について「思ってもいないことで、とても
栄誉なことです」とほほ笑みます。

瑞宝単光章

中 垣 　 修
おさむ

さん（船越・61歳）

防衛（元准空尉）

昭和37年、航空自衛隊に入
隊。山田分屯基地に配属され
て以来35年間、レーダーサイ

トの有線整備などの業務に従事。空域防衛の裏方として
地味な任務に当たってきたのが大きな誇り。沖縄県糸満、
北海道奥尻島と回り、最後は再び山田に戻り、平成９年
に退官。本土の人間に対し反感が強かった沖縄で、ソフ
トボールなどで親ぼくを深めたことが特に印象に残る。
「先輩や同僚に恵まれて、大過なく勤めることができま
した」と多くの人に支えられての受章を喜びます。

叙位・従五位

故
　

(
藤
善
一
さ
ん
に
贈
ら
れ
る

町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

従五位が贈られた
故 N 藤 善

ぜん

一
いち

さん

元
山
田
町
長
で
勲
四
等
旭
日
小
綬
章

を
受
け
て
い
る
、
故
O
藤
善
一
さ
ん

（
山
田
・
九
八

）
に
、
こ
の
ほ
ど
叙
位
と

し
て
、
従
五
位
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

O
藤
さ
ん
は
、
昭
和
十
七
年
六
月
、

町
議
会
議
員
選
挙
で
初
当
選
。
翌
年
三

月
、
議
会
の
推
挙
に
よ
り
山
田
町
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
終
戦
後
の
占
領
下

に
あ
っ
た
昭
和
二
十
一
年
三
月
、
Ｇ
Ｈ

Ｑ
に
よ
り
町
長
の
職
を
解
か
れ
ま
し
た

が
、
昭
和
二
十
八
年
、
新
た
な
地
方
自

治
制
度
の
も
と
に
行
わ
れ
た
山
田
町
長

選
挙
で
再
選
。
戦
後
の
新
た
な
地
方
行

政
の
か
じ
取
り
を
担
い
ま
し
た
。

就
任
早
々
か
ら
沿
岸
の
強
力
な
自
治

体
の
建
設
を
目
指
し
、
隣
接
す
る
船
越
、

織
笠
、
大
沢
、
豊
間
根
の
四
村
に
大
同

団
結
を
呼
び
掛
け
、
昭
和
三
十
年
三
月

に
町
村
合
併
を
実
現
。
新
生
山
田
町
の

初
代
町
長
と
し
て
、
本
町
発
展
の
基
礎

を
築
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
町
の
財
政
再
建
に
取
り
組
む

一
方
、
▽
生
活
環
境
の
整
備
▽
社
会
福

祉
の
充
実
▽
教
育
環
境
の
整
備
▽
農
林

水
産
業
の
振
興
│
│
な
ど
合
併
後
の
町

の
進
展
に
尽
力
。
特
に
次
代
の
山
田
町

を
担
う
児
童
生
徒
の
教
育
環
境
の
整
備

を
町
の
最
重
点
施
策
と
位
置
づ
け
、
昭

和
四
十
年
七
月
に
は
、
生
徒
の
学
力
の

向
上
と
学
力
格
差
の
解
消
を
目
指
し
、

船
越
、
織
笠
、
山
田
、
大
沢
の
各
中
学

校
の
統
合
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
か
ら
五

十
四
年
四
月
ま
で
、
三
期
十
二
年
間
に

わ
た
り
県
議
会
議
員
を
務
め
ま
し
た
。

こ
の
間
、
農
林
委
員
会
副
委
員
長
や
総

務
委
員
会
な
ど
の
委
員
を
歴
任
。
本
町

を
は
じ
め
県
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。

O
藤
さ
ん
は
九
月
二
十
七
日
に
死
去

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
生
前
の
功
績
を

た
た
え
、
ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。


